
解答：
1．Kaposi 肉腫
2．HIV 検査

解説：
　HIV 感 染 に よ る 後 天 性 免 疫 不 全 症 候 群

（acquired immune deficiency syndrome；AIDS）
からKaposi肉腫を発症した症例である．生検で確
定診断が可能であった（Figure 5，6）．皮膚と肺

の病変も生検で確定診断された．
　Kaposi 肉腫は HHV-8 の感染が原因とされてい
る非上皮系悪性腫瘍であり1），AIDS の指標疾患の
1 つである．発生部位は皮膚が最も多いが，全消
化管，口腔内，肺，リンパ節にも生じる2）．
　消化管 Kaposi 肉腫の内視鏡像は特徴的であり，
典型例では内視鏡診断は容易であることが多い．
鮮紅色から暗赤色，紅紫色の粘膜下腫瘍様形態を
呈し，多発する．Delle 様陥凹や潰瘍をともなうこ
ともあり，初期の小さな病変はたこいぼびらんや
胃の過形成性ポリープに類似する小隆起を呈する
場合もある2）．
　確定診断には生検が必要だが，通常の生検では
診断率が低く，粘膜下腫瘍に準じた方法が考慮さ
れる場合もある3）．病理所見では粘膜固有層から粘
膜下層にかけ紡錘形細胞の束状増殖が認められ，
CD31 や CD34，factor VIII の血管系マーカーや
HHV-8 に対する免疫染色で陽性を示す4）．肉芽組
織との鑑別を要する場合もあり，粘膜下層の採取
が少ないと診断に難渋する．内視鏡医から病理へ
の具体的な情報提供によりスムーズに確定診断に
至る場合がある．
　本症例では HIV 陽性と皮膚の Kaposi 肉腫が判
明していたが，消化管Kaposi肉腫の指摘が契機と

消化管内に多発する発赤隆起，内視鏡所見から 
考えられる疾患は？

Figure　5.　胃生検組織HE染色所見：粘膜固有層に紡錘
形の異型細胞が集簇している．

Figure　6.　胃生検組織：免疫染色所見（左 CD31，右 HHV-8）．HE染色で認められた異型細胞はCD31
の免疫染色で陽性像を示す．病変部に一致してHHV-8 陽性像が認められる．
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なって HIV 感染が判明する症例も報告されてお
り5），同様の病変に遭遇した際には同診断を疑うこ
とが重要である．
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